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高校生を対象にしたＤＸ推進事業委託業務に係る 

企画提案競技募集要項 

 
１ 契約に付する事項 

（１）業務名 

    高校生を対象にしたＤＸ推進事業委託業務 

 

（２）目的 

本業務は、高校生がロゲイニングの企画・実施・分析を通して、ＤＸに関する基礎知

識や技術を習得するとともに、地域を知り、地元とのつながりを深め、地域への定着や

将来的な回帰に繋げるための業務である。 

※ロゲイニングとは、定められたエリア内に多数設置されたチェックポイントをでき 

る限り多く制限時間内にまわり、得られた点数を競う野外スポーツのこと。 

 

（３）業務内容 

    別添「高校生を対象にしたＤＸ推進事業委託業務仕様書」のとおり 

 

（４）契約期間 

    契約締結の日から令和７年３月３１日まで 

 

（５）限度額 

    ２，９９８，３２５円（消費税額及び地方消費税額を含む） 

 

２ 企画提案競技に係るスケジュール 

（１）質問受付期限          令和６年５月１３日（月） 

（２）企画提案競技参加申込書期限       ５月１５日（水） 

（３）企画関係書類提出期限          ５月１７日（金） 

（４）審査会（プレゼンテーション）      ５月２２日（水） 

（５）審査結果の通知             ５月２４日（金） 

（６）契約締結                ５月２７日（月） 

 

３ 参加資格 

（１）参加資格 

    企画提案競技への参加は、次の各号の要件に該当するものとする。 

① 大分県の物品購入等に係る競争入札参加資格者に登録されている者である

こと。 
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② 事業の受託業務に関するノウハウを有し、次の各項目に該当すること。 

ア 事業の実施にあたり専任の担当者を配置し、委託者との打合会等に担当

者等を出席させることが可能な者であること。 

イ 委託者から要請があった場合に、直ちに担当者等を派遣することが可能

な者であること。 

ウ 宗教活動または政治活動を主たる目的とする者でないこと。 

エ 特定の公職者（その候補者を含む）または政党を推薦し、支持し、または

反対することを目的とする者でないこと。 

③ 自己又は自己の役員等が、次のいずれにも該当しない者であること及び次

の各号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していないこと。 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律

第 77号）第 2条第 2 号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 

イ 暴力団員（同法第 2条第 6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

ウ 暴力団員が役員となっている事業者 

エ 暴力団員であることを知りながら、その者を雇用・使用している者 

オ 暴力団員であることを知りながら、その者と下請契約又は資材、原材料の

購入契約等を締結している者 

カ 暴力団（員）に経済上の利益や便宜を供与している者 

キ 役員等が暴力団（員）と社会通念上ふさわしくない交際を有するなど、社

会的に非難される関係を有している者 

ク 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者 

 

（２）企画提案競技参加申込書の提出等 

    令和６年５月１５日（水）１７時必着 

      「提案競技参加申出兼参加資格確認申請書（第１号様式）」を、以下の①～④と 

共に提出期限までに、Mail 又は FAX にて「９ 問合せ先」に提出すること。 

①「暴力団と関与がない旨の誓約書（第５号様式）」 

②「団体目的等についての確認書（第６号様式）」 

③ 会社概要と従業員数が分かるもの（パンフレット等） 

④ 財政的健全性が分かるもの（決算書等） 

    確認のため、併せて電話連絡を行うこと。 

    原本は、企画提案書に併せて提出すること。 

    なお申請結果については、事務局からは「提案競技参加資格確認通知書（第２号様 

式）」で通知する。 
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４ 企画提案書の提出等 

  令和６年５月１７日（金）１７時必着 

  業務の目的等に留意のうえ、以下の①から③の企画提案書等を作成し、7部を提出期限 

までに、「９ 問合わせ先」の住所に持参又は簡易書留郵便で提出すること（企画提案書以

外の書類は１部の提出）。 

① 表紙 

・会社名、担当者名及び電話番号等連絡先を明記すること。（Ａ４版） 

② 企画提案書 以下の内容を明記すること。（任意様式）（Ａ４版概ね３０枚以内） 

  ア 本事業に対する考え方（テーマ/コンセプトを含む） 

   イ 企画内容  

  ウ 実施体系図 

  エ スケジュール 

  オ 経費見積書 企画内容と経費関係が分かる内訳 

 ※企画提案書作成の注意事項 

・提案書は、Ａ４版長編綴じ（ファイル等による綴込みはしないこと。２穴パンチ 

位置を考慮して印刷し、ステイプルは使用せず、ダブルクリップ等でとめること）、 

表紙・中表紙を除き両面印刷とすること。 

・各ページにページ番号を記入すること。 

・図表等においてＡ３版がある場合は片面印刷とすること。 

・提出書類等に用いる言語、通貨、単位は日本語、日本円、日本の標準時及び計量法 

（平成 4 年法律第 51 号）に定める単位に限る。 

・提出期限後の再提出及び差替えは認めない。 

③ 企画提案競技参加申込書（第１号様式）原本 

 

５ 参加辞退について 

  令和６年５月１７日（金）１７時必着 

「提案競技辞退届（第３号様式）」を、提出期限までに mail 又はＦＡＸにて「９ 問

合せ先」に提出すること。 

確認のため、併せて電話連絡を行うこと。 

 

６ 審査について 

（１）審査会（プレゼンテーション）の実施 

提出された企画提案書等を使用し、プレゼンテーション審査を実施する。 

① 日時 令和６年５月２２日（水）１０：００～ 

     ※参加企業数によっては時間変更の可能性があります。 

② 場所 大分県南部振興局 ４階 大会議室 
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住所：大分県佐伯市長島町 1-2-1 

（２）審査方法 

① 企画提案書等の審査は、委託者が選出した審査委員（５名）により、別添審査

基準に基づいて最優秀提案１件を選定する。ただし審査の結果、一定基準を満た

さない場合、この限りではない。 

② 委託者は、企画提案にかかるプレゼンテーションを行う。プレゼンテーション

の時間は、１社２０分以内とし、超過した場合はその時点で打ち切る。その後、

審査委員による質疑を行う。なお、質疑は１５分以内とする。 

③ 審査結果は、令和６年５月２４日（金）を目処に審査会に出席した全ての企画

提案者に対して文書により通知する。 

④ 最優秀提案を行った者を委託候補者とする。ただし、委託候補者との契約が成

立しない場合は次点の者を委託候補者とする。ただし、委託候補者が審査委員を

通じて不正な行為を為し、審査結果を自らに有利たらしめたことが判明したと

きは、契約を締結しない。なお、契約締結後に判明したときは当該契約を無効と

する。 

 

７ 質問の受付及び回答 

  企画提案書等の作成にあたり、質問がある場合は次のとおり受け付ける。 

（１）提出方法及び提出先 mail 又はＦＡＸにて「９ 問合わせ先」に提出 

確認のため、併せて電話連絡を行うこと。 

（２）質問受付期限    令和６年５月１３日（月）１７時 

（３）質問票様式     質問書（第４号様式） 

（４）回答方法      令和６年５月１５日（水）までに県ＨＰにおいて回答する。 

  

８ その他 

（１）企画提案書等の作成・提出等に要する経費は、参加者の負担とする。 

（２）提出された企画提案書等は返却しない。なお、企画提案書等は選定業務以外には

使用しない。 

（３）第３者の著作権や肖像権等を伴う企画提案を行う場合は、県による提案書の利用

も含めて使用許諾手続を適切に行うこと。 

（４）契約に当たっては、企画提案等の内容について、委託者と委託候補者との協議に

より、必要に応じて修正することができるものとする。 

 

９ 問合わせ先 

  担当：大分県南部振興局 地域創生部 地域創生班 田島、江藤 

     〒８７６－０８１３ 大分県佐伯市長島町１―２―１ 
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     電 話 ０９７２―２２―９０７３ 

     ＦＡＸ ０９７２―２３―０９４２ 

     メール tashima-kazuki@pref.oita.lg.jp 


